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い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ッ
ト
に
対
す
る
体
系
的
・
網
羅
的
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

提 

出 

日   
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
八
日 

答
弁
書
受
領
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日 

                 

 
 

九
月
二
十
九
日
付
け
で
提
出
し
た
「
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ッ
ト
に
対
す
る
体

系
的
・
網
羅
的
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
第
百
七
十
八
回
国
会
質
問
第
三
二

号
）
に
お
い
て
、
周 

辺
よ
り
高
い
値
の
放
射
線
量
が
計
測
さ
れ
る
場
所
（
以
下
「
マ

イ
ク
ロ
ス
ポ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）
の
体
系
的
・
網
羅
的
把
握
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
十
月
七
日
付
け
で
「
今
後
に
つ
い 

て
は
（
中
略
）
必
要
な
措
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
の
答
弁
書
（
内
閣
参
質
一
七
八
第
三
二
号
）
が
あ
り
、

十
月
十
八
日
に
は
、
官
房
長
官
及
び
文
部
科
学
大
臣
が
、
体
系 

的
・
網
羅
的
把
握
、

除
染
の
た
め
の
窓
口
設
置
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
等
に
つ
い
て
の
記
者
会
見
を
行
っ

た
。 

 

そ
の
後
、
十
月
二
十
一
日
に
公
表
さ
れ
た
対
応
方
針
及
び
「
放
射
線
測
定
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。）
に
よ
れ
ば
、
情
報
収
集

及
び
除
染
支
援
の 

対
象
は
、
あ
く
ま
で
、「
地
表
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
高
さ
の
空
間
線

量
率
が
周
辺
よ
り
毎
時
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
高
い
数
値
が
計
測
さ
れ
た

箇
所
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
平
米
程
度 

の
マ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ッ
ト
を
仮
定
し
て
当

該
線
量
と
な
る
土
壌
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
及
び
１
３
７
の
量
を

推
計
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
土
壌
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
十
四
万
一
千 
ベ
ク
レ
ル
程

度
（
併
せ
て
二
十
八
万
二
千
ベ
ク
レ
ル
程
度
）
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
十
月
二

十
七
日
参
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
奥
村
文
部
科
学
副
大
臣
の
答
弁
）
。 

 

政
府
の
特
定
廃
棄
物
及
び
除
染
に
伴
う
廃
棄
物
の
処
理
に
お
い
て
は
、
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
十
万
ベ
ク
レ
ル
以
上
の
も
の
は
、
福
島
県
内
は
中
間
貯
蔵
施
設
、
福
島

県
以
外
に
お
い
て
は 

遮
断
型
処
分
場
に
お
い
て
厳
重
に
管
理
す
べ
き
も
の
と
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
二
・
八
倍
程
度
以
上
の
汚
染
土
壌
し
か
、
情
報
収

集
及
び
除
染
支
援
し
よ
う
と
し
な
い
ガ
イ
ド 

ラ
イ
ン
の
内
容
は
、
い
ま
だ
住
民
の

不
安
に
対
応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る 質 

問 

                    

政 

府 

回 

答 



2 

 

    

一 

最
近
の
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
な
ど
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ッ
ト
に

対
す
る
不
安
は
、
外
部
被
ば
く
と
い
う
よ
り
内
部
被
ば
く
に
対
す
る
懸
念
が
要
因
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
政 

府
と
し
て
、
情
報
収
集
及
び
除
染
支
援
の
対
象
は
、
あ
く
ま

で
、
「
地
表
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
高
さ
の
空
間
線
量
率
が
周
辺
よ
り
毎
時
一
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
高
い
数
値
が
計
測
さ
れ
た 

箇
所
」
と
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
内

部
被
ば
く
の
影
響
を
ど
の
程
度
考
慮
し
た
の
か
、
そ
の
考
え
方
を
内
部
被
ば
く
と
外

部
被
ば
く
の
影
響
の
比
率
な
ど
の
デ
ー
タ
を
含
め
て
定
量
的
に
明
ら 

か
に
さ
れ
た

い
。 

 

       

二 

情
報
収
集
及
び
除
染
支
援
の
対
象
箇
所
の
空
間
線
量
率
を
、「
地
表
か
ら
一
メ

ー
ト
ル
高
さ
で
周
辺
よ
り
毎
時
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
と
す
る
現
行
レ
ベ

ル
よ
り
も
大
幅
に
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
十
月
二
十
七
日
の
参
議
院

内
閣
委
員
会
に
お
け
る
私
の
質
問
に
対
し
、
細
野
国
務
大
臣
か
ら
は
、
更
に
下
げ
て

し
ま
う
と
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
放
射
線
量 

と
混
ざ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
対
応

で
き
な
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
政
府
は
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
放
射

線
量
を
東
京
都
、
神
奈
川
県
及
び
千
葉
県
で
ど
の
程
度
と
把
握
し
て
い
る
の
か
。
地

上
一
メ
ー
ト
ル
、
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
及
び
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
一
時
間
当
た

り
の
空
間
線
量
率
に
つ
い
て
、
代
表
的
地
点
の
最
高
値
、
平
均
値
及
び
最
低
値
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

  

          

 

 

質 

問 

 

一
及
び
三
に
つ
い
て 

 

「
当
面
の
福
島
県
以
外
の
地
域
に
お
け
る
周
辺
よ
り
放
射
線
量
の
高
い
箇
所
へ
の
対
応

方
針
」（
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
一
日
内
閣
府
・
文
部
科
学
省
・
環
境
省
決
定
）
（
以
下

「
本
方 

針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
周
辺
よ
り
放
射
線
量
の
高
い
箇
所
へ
の
対
策
に
関

し
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
団
体
等
に
報
告
を
お
願
い
し
、
除
染
へ
の
支
援
を
行
う
箇
所

を
「
地
表
か
ら
一 

メ
ー
ト
ル
高
さ
の
空
間
線
量
率
が
周
辺
よ
り
毎
時
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
以
上
高
い
数
値
が
測
定
さ
れ
た
箇
所
」
と
し
た
の
は
、
住
民
の
被
ば
く
線
量
の
低
減

を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
進 

め
る
た
め
、
優
先
度
が
高
い
と
こ
ろ
か
ら
除
染
を
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
の
目
安
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
内
部
被
ば
く
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
福
島
県
内
に
お
い
て
学
校
の
校

庭
を
利
用
し
た
場
合
の
外
部
被
ば
く
線
量
及
び
内
部
被
ば
く
線
量
を
算
定
し
た
結
果
、
そ

の
内
部
被 

ば
く
線
量
は
、
内
部
外
部
合
わ
せ
た
全
体
の
被
ば
く
線
量
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
方
針
の
対
象
は
面
的
な
汚
染
で
は
な
く
特

定
の
箇
所
の
汚
染
で 

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
箇
所
に
お
い
て
は
、
内
部
被
ば
く
の

影
響
は
更
に
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二
に
つ
い
て 

 

文
部
科
学
省
が
各
都
道
府
県
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
環
境
放
射
能
水
準
調
査
に
お

い
て
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
（
以
下
「
本
件
事
故
」
と

い
う
。） 

が
発
生
し
た
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
よ
り
前
に
、
地
表
か
ら
の
高
さ
一
メ

ー
ト
ル
の
一
時
間
当
た
り
の
空
間
線
量
率
を
測
定
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
一
年
度

か
ら
平
成
二
十
年
度 

ま
で
の
間
に
、
東
京
都
新
宿
区
に
お
い
て
、
最
高
値
毎
時
八
十
ナ
ノ

グ
レ
イ
（「
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
針
」
（
平
成
二
十
年
三
月
原
子
力
安
全
委
員
会

決
定
）
に
お
い
て
、
原
子
力 

緊
急
事
態
の
発
生
時
に
迅
速
に
行
う
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、
一
ナ
ノ
グ
レ
イ
を
〇
・
〇
〇
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
換
算
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
以
下
同
じ
。
）、
平 

均
値
毎
時
六
十
二
ナ
ノ
グ
レ
イ
及
び
最
低
値
毎
時
五

十
ナ
ノ
グ
レ
イ
、
同
都
八
丈
町
に
お
い
て
、
最
高
値
毎
時
五
十
ナ
ノ
グ
レ
イ
、
平
均
値
毎

時
四
十
ナ
ノ
グ
レ
イ
及
び
最
低
値
毎
時
三
十
ナ 

ノ
グ
レ
イ
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
お
い

て
、
最
高
値
毎
時
六
十
六
ナ
ノ
グ
レ
イ
、
平
均
値
毎
時
五
十
八
ナ
ノ
グ
レ
イ
及
び
最
低
値

毎
時
五
十
一
ナ
ノ
グ
レ
イ
、
同
県
横
浜
市
旭
区
に
お
い
て
、
最
高
値
毎
時
六
十
四
ナ
ノ
グ 

政 

府 

回 

答 
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三 

マ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ッ
ト
は
、
雨
な
ど
を
通
じ
て
放
射
性
物
質
が
時
間
的
経
過
に
伴

い
集
積
す
る
こ
と
に
よ
り
生
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
基
準
値

以
下
で
あ
る
と
し
て 

も
、
一
定
期
間
後
に
は
そ
れ
を
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

と
い
う
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル

と
混
ざ
ら
な
い
範
囲
で
、
で
き
る
だ
け
最
小 

の
基
準
以
上
の
よ
り
多
く
の
箇
所
を

情
報
収
集
及
び
除
染
支
援
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
、
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
予

防
的
対
応
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

    

四 

十
月
二
十
七
日
の
参
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
横
浜
市
の
マ
イ
ク
ロ
ス
ポ

ッ
ト
に
お
け
る
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
検
出
が
報
道
さ
れ
て
い
る
一
方
、
そ
れ
が
福
島

由
来
か
否
か
の
検
証 

調
査
の
指
示
が
遅
れ
た
こ
と
に
対
す
る
謝
罪
の
答
弁
が
奥
村

文
部
科
学
副
大
臣
か
ら
あ
っ
た
が
、
柏
市
の
マ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
そ
の

検
証
調
査
の
指
示
を
行
っ
た
の
か
。
併
せ 

て
、
こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
も
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

 

ま
た
、
そ
も
そ
も
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
土
壌
一
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
た
り
何
ベ
ク
レ
ル
程
度
と
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
把
握
し
て
い
る
範

囲
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質 

問 
 

 

レ
イ
、
平
均
値
毎
時
五
十
七
ナ
ノ
グ
レ
イ
及
び
最
低
値
毎
時
五
十
三
ナ
ノ
グ
レ
イ
、
同
県

茅
ヶ
崎
市
に
お
い
て
、
最
高
値
毎
時
五
十
九
ナ
ノ
グ
レ
イ
、
平
均 

値
毎
時
五
十
五
ナ
ノ
グ

レ
イ
及
び
最
低
値
毎
時
五
十
一
ナ
ノ
グ
レ
イ
、
同
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
に
お
い
て
、
最
高

値
毎
時
五
十
七
ナ
ノ
グ
レ
イ
、
平
均
値
毎
時
五
十
ナ
ノ
グ
レ
イ
及
び
最
低
値 

毎
時
四
十
六

ナ
ノ
グ
レ
イ
、
千
葉
県
市
原
市
に
お
い
て
、
最
高
値
毎
時
六
十
八
ナ
ノ
グ
レ
イ
、
平
均
値

毎
時
五
十
ナ
ノ
グ
レ
イ
及
び
最
低
値
毎
時
四
十
四
ナ
ノ
グ
レ
イ
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。 

な

お
、
御
指
摘
の
地
表
か
ら
の
高
さ
○
・
五
メ
ー
ト
ル
及
び
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
一
時
間

当
た
り
の
空
間
線
量
率
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
故
よ
り
前
に
網
羅
的
に
行
っ
た
調
査
は
な

い
。 

  

四
に
つ
い
て 

 

お
尋
ね
の
「
横
浜
市
の
マ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ッ
ト
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
文
部
科
学
省
は
、
財
団
法
人
日
本
分
析
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
、
現
在
、

横
浜
市
が 

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日
に
堆
積
物
に
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
存
在

が
確
認
さ
れ
た
と
公
表
し
た
箇
所
に
お
い
て
同
市
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
堆
積
物
及
び
そ
の

採
取
箇
所
の
周
辺
に
お
い
て
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
採
取
さ
れ
た
土
壌
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら

に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
が
本
件
事
故
に
よ
る
も
の
か
否
か
を
含
め
、
分
析
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
柏
市
が
同
月
二
十
一
日
に
周
辺
よ
り
高
い
放
射
線
量
を
確
認
し
た
と
公
表
し
た

箇
所
に
つ
い
て
は
、
本
方
針
に
基
づ
き
、
同
省
に
お
い
て
空
間
線
量
率
の
計
測
等
を
実
施

し
、
同
月 

二
十
三
日
に
同
省
に
お
い
て
内
閣
府
及
び
環
境
省
に
対
し
て
連
絡
を
行
っ
た
。

現
在
、
同
省
に
お
い
て
、
当
該
箇
所
の
土
壌
等
に
つ
い
て
、
そ
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚

染
が
本
件
事
故
に
よ
る
も
の
か
否
か
を
含
め
、
詳
細
な
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

 

さ
ら
に
、
本
件
事
故
が
発
生
し
た
同
年
三
月
十
一
日
よ
り
前
に
日
本
国
内
で
観
測
さ
れ

た
土
壌
中
の
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
放
射
能
濃
度
に
つ
い
て
は
、
環
境
放
射
能
水
準

調
査
の
結 

果
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
の
間
に
、
深
さ
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
壌
か
ら
、
最
大
で
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
三
十
ベ
ク
レ
ル
の
放
射

能
濃
度
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
九
十
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。 

    
 

 

政 

府 

回 

答 
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五 

十
月
二
十
一
日
に
公
表
さ
れ
た
対
応
方
針
に
よ
れ
ば
、
マ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ッ
ト
の

体
系
的
・
網
羅
的
把
握
の
具
体
的
進
め
方
に
つ
い
て
、
民
間
団
体
等
に
よ
る
発
見
に

大
き
く
依
存
し
て
い 

る
。
一
方
で
、
点
検
・
校
正
が
な
さ
れ
て
い
な
い
線
量
計
な

ど
に
よ
る
不
正
確
な
デ
ー
タ
が
、
逆
に
市
民
の
不
安
を
煽
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。
「
自
治
体
に
対
す
る
資
機
材
へ
の
支
援
を
第
三
次
補
正
予

算
で
行
う
べ
き
」
と
の
前
記
質
問
主
意
書
に
対
し
て
、
前
記
答
弁
書
で
は
「
平
成
二

十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
に
お
い
て
も
、（
中
略
）
予
算
措
置 

を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
あ
っ
た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
取
扱
方
法
が
記
載
さ

れ
て
い
る
各
種
線
量
計
に
つ
い
て
市
民
団
体
へ
の
貸
出
や
自
治
体
へ
の
支
援
は
、
第

三
次
補
正
予
算
の
中
の
ど
の
事
項
・
項
目
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
な
予

算
額
と
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
第
三
次
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
公 

表
に
伴
い
、
民
間
団
体
等
が
正
確
な
デ
ー
タ
で
体
系
的
・

網
羅
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
急
務
な
こ
と
か
ら
、
予
備
費
の
支
出
に
よ
り
早
急
に
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
を 

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質 

問 
 

 

五
に
つ
い
て 

 

平
成
二
十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
放
射
線
量
低
減
対
策
特
別
緊
急
事

業
費
補
助
金
と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
伴
う 

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚

染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
三
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き 

除
染
実
施
計
画
を
定
め
る
こ
と
と
な
る
地
方
公
共
団
体
が
行
う

除
染
の
た
め
の
調
査
、
生
活
圏
の
除
染
作
業
、
局
所
的
に
高
線
量
を
示
す
地
点
の
除
染
等

の
支
援
の
た
め
の
予
算
約
一
千
億
円 

を
計
上
し
て
い
る
。
お
尋
ね
の
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
使
用
し
、
又
は
民
間
団
体
等
に
貸
し
出
す
こ
と
も
可
能
な
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
の
購
入

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
、
こ
の
補
助
金
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

  

政 

府 

回 

答 


